
～平和祈念資料館の在り方について～

２点目は、平和祈念資料館についてです。

市長が財政非常事態を宣言している我が市において、年間予算 3,373 万 1,000

円にも及ぶ施設、平和祈念資料館が無駄な箱物とならないよう、また小・中学

生がしっかりとした歴史認識を養うための教材として活用できるようにと、昨

年 12 月、本年５月と質問を行ってまいりました。

完成してから２度ほど視察させていただきましたが、財政非常事態宣言を出

している自治体が費用を捻出して設置した施設という意識が、残念ながら全く

感じられません。何の目的で何のために設置された施設なのか、展示からは何

一つ伝わってまいりません。

私は、12 月の質問に対する答弁において参考にしたとおっしゃったピースお

おさか、堺市立平和と人権資料館のみでなく、立命館大学国際平和ミュージア

ム、広島平和記念資料館、靖国神社内の遊就館、江田島にある海上自衛隊第１

術科学校内の教育参考館など、平和や歴史に関する施設をさまざま視察させて

いただきました。歴史認識には種々ありますが、いずれの施設もそこに行くこ

とで感じるものはございます。

しかし、我が市の施設は、市民から寄贈いただいた品を並べるのみであり、

伝わるものが全くありません。

そこで、まず１点目の質問、本施設は誰を対象として、何を目的に、何を伝

えるために設置されたのでしょうか。

２点目は、図書コーナーの設置の目的についてです。以前の平和祈念資料室

と異なり、今回は同施設内に図書館がございます。図書館に蔵書を移すことで

展示スペースが広くなり、より多くの展示ができるのではないでしょうか。せ

っかく同施設内に図書館があり、連携できる環境が整っているにもかかわらず、

広くないスペースにわざわざ図書コーナーを設け、展示スペースを狭くする必

要性はどこにあるのでしょうか。

３点目は、職員の業務内容についてです。現在３名の職員を配置されていま

すが、職務内容をお答えください。

４点目、５月の御答弁で戦争に至った原因や背景などを考えることができる

施設にするためにも、戦争に至った原因や背景などを考えることができる施設

にするためにも、類似の施設や関係者の御意見も参考にするとおっしゃってい

ました。誰のどのような意見を参考にされ、我が市の施設にどのように反映さ



れたのでしょうか、具体的にお答えください。

今回、オープン特別企画展にもかかわらず、展示してるのは以前の平和祈念

資料室時代にも展示されていた天王寺動物園の動物の話です。オープン企画展

が使い回しとは、怠慢ではないでしょうか。

現在の職員体制では魅力的な展示が困難なのであれば、図書コーナーを廃止

し業務を減らすことで人員を整理し、浮いた予算で専門家に依頼することも可

能となるはずです。今後、どのような運営をなさるのか、当局の今後の展望を

お聞かせください。

（西山均人権文化部長）

１点目の平和祈念資料館は、誰を対象にして、何を目的に、何を伝えるため

に設置されたのかでございますが、平和祈念資料館条例に定めております戦争

の惨禍及び平和のとうとさを後世に伝えるとともに、平和に対する市民の意識

の高揚を図り、平和で明るい社会の実現を目的に設置したものでございます。

戦禍や平和のとうとさを後世に伝えるために、高齢者から子供までが学べる、

わかりやすい展示内容とするなど、広く市民の方々に利用していただけるよう

に考えております。

２点目の図書コーナーの設置でございますが、資料館は来館者に自分で考え

るきっかけとなる施設を目指しており、図書や展示、映像、視聴の各コーナー

の設置、講演会や講座を開催するなど、戦争や平和についてさまざまな取り組

みを行い、資料館を一体的に利用することにより、知って学べるようにと考え

ております。

３点目の資料館職員の職務内容でございますが、常設展示、資料などの貸し

出し、展示資料の説明、企画展や平和映画会の開催、市民等との協働、来館者

みずからが展示物や写真等の意味を考え、気づきになるよう手助けを行うこと、

学校などへの出前講座や他施設との連携事業を企画するなどでございます。

４点目の誰のどのような意見を参考にして、どのように反映したのかについ

てでございますが、他施設での展示内容、吹田市立博物館の学芸員や他の施設

の方から触れる展示としての再現展示や体験展示、また子供たちが興味を持つ

模型等の展示、わかりやすいキャプションのつけ方などアドバイスを受け、ま

た語り部など平和について活動している方々を紹介していただきました。



再現展示や体験展示につきましては一部御意見を反映しており、企画展が終

了しましたら、常設展示になってからは、いただいたアドバイスを参考にさら

に展示のレベルを高めたいと考えております。また、資料館の運営や、パネル

や資料の貸し借りなど、情報交換を密にしております。

現在行っておりますオープニング企画展は、戦時中に動物園で起こった事実

を知っていただき、戦争を二度と起こさないようにすることを考えていただく

展示となっており、今回、改めて天王寺動物園の協力と指導により新たにパネ

ルを作成し、戦意高揚のために利用された動物の映像を流すなどしております。

また、動物園の獣医師による戦時中の動物園という講演会も行ってまいりまし

た。

最後に、今後の資料館の運営と展望でございますが、以前より御答弁申し上

げておりますとおり、戦争の背景やその悲惨さがわかる展示になるよう工夫し

てまいりたいと存じます。そのため、来館者の方や議員の御提案など、いろい

ろな御意見を参考にしながら常に見直しを行ってまいりたいと考えております。

今後とも、資料館の設置目的を達成するために努めてまいります。

以上でございます。

（図書コーナーの必要性について）

お許しをいただきまして再質問をさせていただきます。

まず、図書コーナーの設置についてです。

御答弁では他施設との連携を図ると言いながら、なぜ同施設内の図書館との

連携を推進しないのでしょうか。狭いスペースに図書コーナーがあることによ

り、展示に十分なスペースがとれておりません。同施設内の図書館と連携する

ことで展示スペースを広げることが重要なのか、あくまで資料館内での一体利

用にこだわることが重要なのか。他部署との連携とみずからの守備範囲で全て

を行うこと、いずれが重要と考えておられるのか、部長の答弁を求めます。

（西山均人権文化部長）

図書コーナー設置につきましては、平和祈念資料館は戦争や平和について考

え、学ぶ場と位置づけ、単に展示を見て帰るのではなく、展示物や映像を見て、

疑問に思ったり、もう少し知りたいと思ったことを図書で知識を深めることが

できるなど、一体的に学習ができる場として利用者の利便性を優先したもので



ございます。

図書館が同じ施設にあることから、今後は平和祈念資料館と千里図書館とで

連携をしてまいりたいと存じます。

以上でございます。

（資料館職員の資質について）

積極的に連携されるということですので、図書館を管轄されてる地域教育部

にも要望とさせていただきます。ぜひ平和祈念資料館と連携し、できれば蔵書

を受け入れていただくことで、展示スペースを広げていただければと思います。

２点目です。資料館職員についてです。

資料館職員は、図書館司書あるいは教員免許を保有していると仄聞しており

ます。教員免許は歴史科目なのでしょうか。また、現在の職員は歴史に対する

深い知識と種々ある歴史認識に対する理解を持った上で、来場者を招くための

魅力的な展示を企画できる能力をお持ちなのでしょうか。もし、お持ちとお考

えならば、どのような形で審査されているのでしょうか、お答えください。

（西山均人権文化部長）

資料館職員につきましては、現在平和祈念資料館の３人の職員が有してる資

格は、歴史科目ではない教員免許や司書でありますが、職員３名の在職年数は

19 年、９年、４年と資料館での経験を積んでおり、業務の必要性から資料館職

員として必要な知識は有しております。

展示や企画につきましては、経験をもとにいろいろ工夫をしておりますが、

他の施設のアドバイスを受けたり、研修を受講するなどスキルアップをしてい

るところでございます。

以上でございます。

（来場者数の妥当性、専門家の意見について）

歴史科目ではない教員免許ということですが、職員に対して甚大な信頼を寄

せておられるようですが、前回の平和祈念資料室時代、年間利用者は何と 3,400

人です。１日平均およそ 10 人強です。

もし、仮に平和祈念資料館が１日 100 人来場者が来たとしても、年間およそ



３万人、延べ３万人強となります。１人当たりに換算しますと、観覧料で市が

１人当たり1,000円支払う計算になります。非常に高いコストをかけられてると

思います。

また、十分な知識を持っておられるということでしたが、残念ながら在郷軍

人制度というパネルに説明があったんですけども、そこに軍国主義を全国に普

及させるための制度というような説明がなされていて、果たしてこれが正しい

知識なのかなと思いながら展示を見ておった次第でございます。

職員の方が経験を積まれてされるのは構わないのですけども、例えば東京都

の新宿区などにも民間団体が行っている資料館等ございますので、そういった

民間の活力、民間の知識や民間の知恵をおかりすることで、より市民サービス

の高い施設をつくることが、１人当たり1,000円以上かかると考えた場合、それ

なりの市民サービスを提供するのが本市の義務ではないでしょうか。

３番目です。専門家の意見についてです。

吹田市立博物館の学芸員のほかに、どの施設のどのような立場の方のアドバ

イスを受けたのでしょうか。前回あった平和祈念資料室との差異が明確にわか

らないため、具体的にお答えください。

（西山均人権文化部長）

専門家の意見につきましては、具体的にピースおおさかの学芸員と滋賀県平

和祈念館の学芸員、平和の語り部として大阪府内で活躍されてる方からアドバ

イスをいただきました。

以前の平和祈念資料室との差異でございますが、展示につきましては、ただ

ショーケースに物を並べただけなら余り人の印象に残らないので、できるだけ

五感に訴えるようにというアドバイスをいただきまして、再現展示、体験展示、

プロジェクターによる映像、映像コーナーの活用など、平和に関する講演会や

イベントの企画などを実施しております。

以上でございます。

（歴史教育の意義について）

私がこの点をしつこく申し上げるのは、こだわりを持っておりまして、残念

ながら今の学校教育では、生徒に対して十分な歴史認識を持たせるような教育

が行われていないと、これは私や、私が受け入れてる学生の経験からも申し上

げております。



平和が大事なことは全ての国民が思っており、私もそれは十分思っておると

ころですが、国民が望まなくても、例えば最近ですと、隣国との領土問題で少

し火種がくすぶっております。

そういったときに、例えば市長が所属しておられる大阪維新の会が訴えてお

られるような国際競争力を持つ若者を育てる、そういった場合に重要なのは、

英語をしゃべれることも重要ではあるとは思いますが、そうではなく、やはり

自国の歴史や文化に対して誇りを持ち、今の教育で行われてるような、向こう

に主張されれば土下座して謝るような政府の態度、それに類するものが教育で

も行われてるように感じますので、しっかりと誇りを持てるような教育、それ

を学校教育だけで行えないのであれば、人権文化部が持っておられる平和祈念

資料館等を活用して、市が一体となって教育すべきではないかと考えており、

このような質問をさせていただいております。

ぜひ今後の展望、また部長に最後答弁を求めたいんですけども、私はこれだ

けこだわりを持って数々質問をさせていただいております。担当部長として、

どのような意義をこの平和祈念資料館が持ってるのか、再度御答弁いただいて、

私の質問を終わらせていただきます。

（西山均人権文化部長）

再度の御質問をいただきましたけども、今までの平和祈念資料室とは、場所

的にも南千里の駅前というような形で、オープンしてきょうで 13 日目でござい

ますけども、2,400 名の方が来館をしていただいたというふうな形で、資料室で

は年間三千数百人というような部分で、いろんな方が御利用いただいて、子供

も大人も利用していただいて考えていただきたいというふうに、展示内容等も

含めて今後、さらなる資料館の充実に努めてまいりたいと存じます。

以上でございます。


